
「
竹
は
と
て
も
便
利
な
ん
で
す
よ
。

カ
ゴ
が
有
名
で
す
が
、
家
だ
っ
て
作

れ
る
し
、
食
器
も
作
れ
る
。
い
ま
は
、

竹
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
が
作
れ
な
い
か

な
〜
と
構
想
中
で
す
」

そ
う
い
い
な
が
ら
竹
林
を
案
内
し

て
く
れ
る
川
島
さ
ん
。
伝
統
工
芸
品

だ
け
で
な
く
、
竹
で
様
々
な
作
品
を

作
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。

「
竹
林
っ
て
外
か
ら
見
る
こ
と
は
あ

る
け
ど
、
中
に
入
る
の
は
初
め
て
。

下
か
ら
見
上
げ
る
と
、
真
っ
青
な
竹

が
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
る
こ
の
景

色
、
と
っ
て
も
綺
麗
で
す
ね
」。

そ
う
い
う
マ
ド
ン
ナ
役
の
後
藤
さ

ん
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
別
府
。
大

分
県
は
日
本
一
の
真
竹
の
産
地
だ
か

ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
竹
林
が
あ
る
。

「
竹
は
軽
い
か
ら
伐
採
も
そ
の
後
の

搬
出
も
ラ
ク
な
ん
で
す
よ
。
普
段
は

ひ
と
り
で
作
業
し
て
ま
す
。
樹
木
だ

っ
た
ら
こ
う
は
い
か
な
い
」

慣
れ
た
手
つ
き
で
立
派
な
竹
を
切

り
出
す
川
島
さ
ん

「
私
も
や
っ
て
も
い
い
で
す
か
!?
」

ノ
コ
ギ
リ
を
使
う
の
が
初
め
て
と

い
う
後
藤
さ
ん
で
も
、
難
な
く
切
れ

た
。
切
っ
た
竹
を
、
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
斜
面
の
下
ま
で
引
き
ず
り
出
せ
ば
、

伐
採
完
了
な
の
だ
。
た
し
か
に
こ
れ

が
樹
木
だ
っ
た
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

が
必
要
だ
し
、
搬
出
に
も
人
手
と
専

用
の
道
具
が
多
数
必
要
に
な
る
。

「
竹
は
１
年
で
も
の
す
ご
く
生
長
し

ま
す
か
ら
ね
。
資
源
と
し
て
か
な
り

有
用
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
」

し
か
も
、
竹
の
繊
維
を
使
っ
て
布

を
作
る
と
、
抗
菌
、
吸
水
、
保
温
、

消
臭
性
な
ど
に
優
れ
た
も
の
が
で
き

上
が
る
と
い
う
話
も
あ
る
。
確
か
に
、

竹
繊
維
の
素
材
は
バ
ン
ブ
ー
素
材
と

い
わ
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ
ア
に
も

採
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
一
の
温
泉

そ
っ
ち
の
け
で
、
竹
の
良
さ
を
発
見

し
た
、
そ
ん
な
別
府
旅
だ
っ
た
の
だ
。

大分県、別府といえば、日本一の湧出量を誇る温
泉！　だけじゃないんです。実は大分県は真竹の
生産量も日本一で、別府竹細工と呼ばれる伝統
工芸をはじめ、竹工芸が盛んな地。今回は、竹を
メインに別府の良さを体感！

その14

日本一の真竹の
産地で
竹伐採＆竹細工に
挑戦！（大分県・別府市）

竹を使った巨大なアートを生
み出す川島さん。その作品は、
日本国内はもちろん、海外で
の評価も非常に高く、各国で
個展を開いている。来年はポ
ートランドにも出展！

生粋の別府っ子。趣味は旅行で、
どこまででもクルマで行っち
ゃうアクティブ女子。ゆくゆく
は47都道府県を制覇したい
とのこと。なんだったら、連載
チームと一緒にまわっちゃう!?

2
0
1
3
年
ミ
ス
別
府

後
藤
倫
子
さ
ん

竹
職
人（
ア
ト
リ
エ
R
O
K
U
M
E
）

川
島
茂
雄
さ
ん

今
月
の
マ
ド
ン
ナ
＆
案
内
人

竹アートが
本職です

ご当地のマドンナが案内する最旬の外遊びガイド

日本全県アウトドア巡り

伐採はもちろん、ノコギリを使うのも初めてという後藤
さんでも難なく成功！　切った竹は運び出した後、適度
な長さにカット。その後、火で焙って油を抜く乾式をは
じめ、目的によって様々な乾燥方法を取るんだとか。

伐採、 搬出、 切り分け！

ノコギリ片手に伐採体験
竹の枝を使ったペンは
川島さんが
生みの親
これまで捨てられていた竹の枝
部分を使ったペン。竹のツルリ
とした肌触りが心地よい。左ペ
ージの「地熱観光LAB　縁間」
などで購入することができる。
別府お土産としてオススメ！

最初はやや苦戦していた後藤さんも、小一
時間で綺麗な竹細工作品を完成。「これ、
友達連れてまた作りに来ます！　みんなす
ごく喜ぶと思う！」と、大満足なご様子。
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「
竹
は
と
て
も
便
利
な
ん
で
す
よ
。

カ
ゴ
が
有
名
で
す
が
、
家
だ
っ
て
作

れ
る
し
、
食
器
も
作
れ
る
。
い
ま
は
、

竹
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
が
作
れ
な
い
か

な
〜
と
構
想
中
で
す
」

そ
う
い
い
な
が
ら
竹
林
を
案
内
し

て
く
れ
る
川
島
さ
ん
。
伝
統
工
芸
品

だ
け
で
な
く
、
竹
で
様
々
な
作
品
を

作
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。

「
竹
林
っ
て
外
か
ら
見
る
こ
と
は
あ

る
け
ど
、
中
に
入
る
の
は
初
め
て
。

下
か
ら
見
上
げ
る
と
、
真
っ
青
な
竹

が
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
る
こ
の
景

色
、
と
っ
て
も
綺
麗
で
す
ね
」。

そ
う
い
う
マ
ド
ン
ナ
役
の
後
藤
さ

ん
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
別
府
。
大

分
県
は
日
本
一
の
真
竹
の
産
地
だ
か

ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
竹
林
が
あ
る
。

「
竹
は
軽
い
か
ら
伐
採
も
そ
の
後
の

搬
出
も
ラ
ク
な
ん
で
す
よ
。
普
段
は

ひ
と
り
で
作
業
し
て
ま
す
。
樹
木
だ

っ
た
ら
こ
う
は
い
か
な
い
」

慣
れ
た
手
つ
き
で
立
派
な
竹
を
切

り
出
す
川
島
さ
ん

「
私
も
や
っ
て
も
い
い
で
す
か
!?
」

ノ
コ
ギ
リ
を
使
う
の
が
初
め
て
と

い
う
後
藤
さ
ん
で
も
、
難
な
く
切
れ

た
。
切
っ
た
竹
を
、
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
斜
面
の
下
ま
で
引
き
ず
り
出
せ
ば
、

伐
採
完
了
な
の
だ
。
た
し
か
に
こ
れ

が
樹
木
だ
っ
た
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

が
必
要
だ
し
、
搬
出
に
も
人
手
と
専

用
の
道
具
が
多
数
必
要
に
な
る
。

「
竹
は
１
年
で
も
の
す
ご
く
生
長
し

ま
す
か
ら
ね
。
資
源
と
し
て
か
な
り

有
用
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
」

し
か
も
、
竹
の
繊
維
を
使
っ
て
布

を
作
る
と
、
抗
菌
、
吸
水
、
保
温
、

消
臭
性
な
ど
に
優
れ
た
も
の
が
で
き

上
が
る
と
い
う
話
も
あ
る
。
確
か
に
、

竹
繊
維
の
素
材
は
バ
ン
ブ
ー
素
材
と

い
わ
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ
ア
に
も

採
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
一
の
温
泉

そ
っ
ち
の
け
で
、
竹
の
良
さ
を
発
見

し
た
、
そ
ん
な
別
府
旅
だ
っ
た
の
だ
。
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地熱観光LAB緑間

レストラン
東洋軒

JR日豊本線

大
分
自
動
車
道

至日出JCT

1㎞0

218

500

645

至大分

地熱観光LAB　縁間
○住別府市鉄輪字風呂本228-1
☎0977（75）9592
http://enma-ch.com

別府の温泉街にある「地熱観光ラボ 
縁間」では、職人さん指導の下、竹
工芸体験ができる。作った作品はお
持ち帰り可でお値段は2000円。小
さな子供向けの竹あそびもある。

別府生まれのデザイン
“四海波”の竹カゴ作り！

竹職人
（竹工房 たけや）
佐々木智子さん

大分には日本で唯一の
竹細工職業訓練校があ
り、佐々木さんもそこ
の出身。竹細工がやり
たくて、栃木から移住
してきたという。持っ
ているカゴは、訓練校
時代に作ったもの。

竹を学ぶために
別府に

移住しました！

鳥てんの発祥の地は大分。しか
もこのレストラン東洋軒が、元
祖なんだとか。水を使わず卵の
みで揚げているので、冷えても
フワフワ食感。かぼす酢醤油に
つけていただく。全国に発送可。

唐揚げじゃなくて

天麩羅！ 

大分名物の

鳥てん

レストラン東洋軒
○住別府市石垣東7-8-22　☎0977（23）3333

最初はやや苦戦しつつも
小一時間ほどで無事完成

最初はやや苦戦していた後藤さんも、小一
時間で綺麗な竹細工作品を完成。「これ、
友達連れてまた作りに来ます！　みんなす
ごく喜ぶと思う！」と、大満足なご様子。
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提供／サーモス  http://www.thermos.jp/

別府の名所で
ブレイクタイム
別府温泉の、源泉数はなんと2300か所以上で、
これは日本の総源泉数の約10分の1！　源泉数、
湧出量ともに日本一なのだ。町中から湧き続
ける湯けむりを一望できる絶景スポットから
の眺めは格別！　由緒正しい松

しょう

屋
おく

寺
じ

には、樹齢
約700年といわれている、日本一大きな蘇鉄の
木もある。そしてもちろん今回取材した竹の
生産量も！　実は別府には日本一がたくさん
あったのだ！　そんな日本一の名所の中でホ
ッとひと息。こんな贅沢なブレイクタイムが旅
を一層豊かにしてくれるのだ。

豊臣ゆかりの松屋寺には日本一大きな蘇鉄が！

別府の湯けむりを
一望できるスポット

21世紀に残したい日本の風
景で全国2位に選ばれた別
府の湯けむりを一望できる
展望台。夜景も美しい。
真空断熱ケータイマグ／
JNS-450（左）　0.45ℓ　
6000円、JNS-350（右）　
0.35ℓ　5500円  　

高さは6.4m、株元の周囲4.5mと
いう日本一巨大な蘇鉄。入館料は大
人300円で、お寺の中には収蔵品
を展示したコーナーもある。
真空断熱フードコンテナー／JBK-
251　0.25ℓ　各3500円
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